



１事業名称          「まちづくり交流フォーラム」研究集会

２事業のテーマ        ２１世紀への市民からのメッセージ

                        ＊サブタイトル：検討中

３事業実施場所       

     １９９８年度    名古屋市内、及び近隣各所（メイン会場：名古屋市公会堂）

                       ・名古屋市公会堂：ホール(780)、第７集会室(150)、大会議室(50)、

                         会議室（4室、各30人）

                       ・名古屋勤労女性センター：講習室(80)、大会議室（45）

                       ・日本福祉大学へ会場借用を依頼。（50×5-6、又は100×2、200など）

                      ＊28日の事前会議、交流会、宿泊場所。

                       ・事前会議：名古屋市公会堂

                       ・交流会：検討中

                       ・宿泊：名古屋市内ホテル

      （なお、１９９９年が岐阜、２０００年が三重が有望。）

４事業実施期間       日程概要は別紙

    １９９８年度の実施は、11月29日メイン集会。

          ●メイン集会：１１月２９日。    前日（28日）に打ち合わせを兼ね交流会を予定。

          ●小集会や現地(場)調査：9－10月ごろから適宜開催

       (本事業は、毎年秋を目途に開催する。)

５参加対象、人数  

    (1)中部・東海地方を中心に全国でまちづくりに取り組む広範な人たちを中心に、研究者、行

    政、企業関係者、一般市民など。      約５００人 

    (2)参加申し込みは、予約制。

６主催、及び実施体制                                             

1、 実行委員会による。                          別紙参照。

   ②、1998年度はまちづくり交流フォーラムの役員、及び分科会担当責任者で構成する。

   ③、個人の資格で構成する。                                  

④、役員体制は、「まちづくり交流フォーラム」の役員体制を準用する。

   ⑤、個別の企画毎に担当者・委員会制とし、自立独立全面委任の運営方式とする。

   ⑥、こうした個別体制の統合調整機能として「実行委員会本部」機能を位置づける。

   ⑦、事務所所在地：名古屋市中区栄3-18-1 ビジネスセンタービル13F 地域計画建築研究所内

                     Tel：０５２（２３８）１６００   Fax：０５２（２３８）１６０１

７後援（予定）

   ①、行政、企業、各種団体など広汎にお願いする。

   ②、具体的には、愛知県、岐阜県、三重県、名古屋市、静岡県、中経連、商工会議所、青年会

     議所など。

   ③、協賛、名刺広告などの要請も行う。

8 事業の位置づけ         

1 、本研究集会は、まちづくり交流フォーラムにとって最大の基軸事業で、各地・各領域での  

様々な実践や工夫、新しい試みの経験や知識・情報を交流し、２１世紀におけるまちづくりのコンセプトやあり方、また提言や内容を総集約するために開催する。

   ②、1998年は、「出合いと交流の場」、99年は「話し合いと討論の場」、そして、2000年は「提

   言」を基調とする。

9 事業の趣旨・ねらい      （よびかけ文を参照のこと）

①、広域的に、且つ活動領域や活動課題を越えて取り組み、且つ出合うことで、新たな問題提起･触発を受ける機会とする。

   ②、非常に疎遠な関係、またはむしろ対立的な関係に焦点を当て、互いの関係性を問い直しな

   がら意見交換し論議することで問題解決の糸口を探る。

   ③、研究集会の時だけの出合いや取り組みに終わらず、そこに至る小さな出合いや継続的・日

   常的な交流の積み重ねを重視し、研究集会以降のそれぞれの発展につなげる。

   ④、過去の取り組みや活動への率直な反省や実践的な経験を汲み取り、タブーを怖れず大胆で

    実験的な試みを行い、21世紀のまちづくりのコンセプトを見出す。

   ⑤、「出合い・交流・提言」のプロセスを共有し、結論だけでなくコンセンサスづくりの過程

   も重視する。従って、「集会」の企画手法の開発にもアプローチする。

   ⑥、研究集会は、こうしたアプローチの総集約の場と位置づけ、本年は名古屋地区･愛知県で

   開催するが、次年度及び次々年度は他地区での開催を予定し、当該地方におけるネットワー

   クの拡大、及びコーディネートセンターの誕生を展望する。

   ⑦、交流ネットワークの拡大について、97年から99年にかけて三重・滋賀・福井三県の市民

   活動フォーラムが開催されていることから、2000年を三重県開催とし、この三県フォーラム

   のネットワークとの合流を展望する。また、建築士会の「文化財を生かすまちづくり」では

   北陸方面との交流・ネットワーク化を展望する。

   ⑧、こうした取り組みを通して公共性、及び公共空間を市民自らが創造してゆくことを念願す

   る。
10事業の内容  

  基調討論を行うためのメイン集会、テーマ毎の分科会、モデル設定したまちづくり事例の現地調査やワークショップなどを行う。

   ①、企画主体の区分から見た場合、下記の三種類の種別を置く。

       ●実行委員会本部が企画主催するもの            Ａグループ（基調報告など）

       ●実行委員会加盟団体が    〃                  Ｂグループ（分科会など）

       ●一般募集するもの                            Ｃグループ（ブース型、出店）

   ②、「ねらい」から見た場合、下記の区分が想定できる。

       ●「交流・出合い」に主眼があるもの。

       ●「論議・意見交換」に主眼があるもの。

       ●「提案・発案」に主眼があるもの。

    ③、規模・形態から見た場合。

 ●「大規模／小規模」の分類。

      （「(分科会は)論議をするために小規模をたくさん」との意見あり。）

       ●「講演型、討論型、ワークショプ型、インフォメーション型」の分類

3 具体的なテーマ･課題。              

       ａ、都市と農山村を架け橋とする共生・交流のネットワークづくり

       ｂ、都会の過疎、農山村の過疎問題。内発性とネットワーク型産業起こし。

       ｃ、草の根の地域とグローバル世界との連携

       ｄ、国際化とまちづくり。多文化共生のまちづくり。「異文化」の理解と共生。

       ｅ、文化財的建造物など歴史、伝統、文化をまちづくりに生かし活用するための研究。

       ｆ、新たな文化、新たなコミュニティの構築。地域コミュニティの見直し

       ｇ、生活方法・生活システムの見直し。

       ｈ、「市民トラスト」の設立やワークショップなど市民参加によるまちづくりの手法の開

           発。ＮＰＯ、ボランティアによる市民の主体形成と市民社会の展望。

       ｉ、人づくりに重点を置き教育システムの開発。学生・若者、こどもの参加交流など。

       ｊ、環境・資源問題とまちづくり

       ｋ、福祉・少子高齢社会とまちづくり

       ｌ、情報化社会と市民のメディア戦略。

       など。

     (2)これらの取り組みを行政、企業、研究者や大学、シンクタンクなどの研究機関、そして

        市民やNPOなどのパートナーシップによって推進し、その協力関係の新たな仕組みを開

        発するとともに、そこに形成されるネットワークや知識・情報をデーターベース化し、

        出版したりインターネット上に公開し公共活用されるようにする。

5 、幾つか提案されている企画のプログラム化(案)。         （別紙）

11タイムスケジュール          （詳細、別紙）

   ①、実行委員会の発足       6月

   ②、集会の企画決定         7月中に

   ③、宣伝資材作成           8月

   ④、対外宣伝開始           9月－11月

   ⑤、集会の具体的準備      11月

   ⑥、報告書作成             3月までに

12予算

     別紙参照


      科目                      予算額                     備考

研究集会：本体部

  支出の部

      交通費                               ２００，０００            ＠20,000×10人

      謝金                                 ２００，０００            ＠20,000×10人

      通信費                               ４００，０００

    会場費                               ３００，０００

    看板代等                             １５０，０００

      人件費                               ２００，０００            ＠7,000×30日

    印刷製本費①案内チラシ類             １００，０００            ＠5×20000部

              ②当日資料                 １５０，０００            ＠200×700部

                ③データー名簿             １５０，０００            ＠200×700部

      雑費／予備費                         １５０，０００

                     合計           ２，０００，０００

  収入の部

    参加費                               ８００，０００            ＠2,000×400人

      データー名簿                         ２００，０００            ＠500×400

      負担金：まちづくり交流フォーラム     ５００，０００

      協賛金、及び広告代                               

        ①自治体学会                       １００，０００

        ②ほか                             ４００，０００

            合計                   ２，０００，０００

研究集会：昼食

                                           ５００，０００            ＠1,000×500人  

研究集会：懇親会

      ①28日懇親会                         １５０，０００            ＠3,000×50人

      ②29日懇親会                         １５０，０００            ＠3,000×50人

報告書         

  支出の部

      印刷製本費                            ５００，０００            ＠500×1000部

収入の部

    販売                              １，０００，０００            ＠2000×500部

日  程  概  要

11月２８日(土)の日程：

     １４：００   集合／全体打ち合わせ（裏方＋舞台役）          所：公会堂

                    ・自己紹介

                    ・全体の流れを確認

                    ・29日午前の部の裏方分担毎の打ち合わせ

                        ・受付

                        ・会場

                        ・技術運営

     １５：３０   分科会／企画毎の打ち合わせ、（裏方＋舞台役）  

     １８：００   全体交流、懇親交流。  会費：３０００   ／所：

     ２０：００   解散

     宿泊（有料／ホテル・ルウエスト）：        円程度で   ／所：名古屋市中村区椿町

11月２９日(日)の日程。

    午前全体企画。午後分科会。夜28日メンバー＋αの総括懇親会。

           ９：００   集合（準備）

           ９：３０   受付開始

         １０：００   開会／基調報告

         １０：３０   特別報告

         １１：００   ＰＲタイム

         １２：００   昼食・交流

         １３：３０   分科会開始

         １７：００   分科会終了

         １８：００   総括会議と懇親交流会

         ２０：００   閉会－片付け

         ２０：３０   解散

実行委員会・組織体制

以下のとおり、まちづくり交流フォーラムの役員及び分科会担当責任者によって構成する。

実行委員長：中田   實（愛知学泉大学コミュニティ政策研究所長)              

副   〃   ：昇   秀樹（自治体学会東海ブロック会議代表、名城大学都市情報学部教授）

            間瀬寿夫（まちづくり研究フォーラム代表、ＮＨＫチーフカメラマン）

            水谷友彦（愛知建築士会トリエンナーレ委員会委員長）

            モンテ・カセム（市民ﾌｫｰﾗﾑ21・NPOｾﾝﾀｰ代表理事、立命館大学政策科学部教授）   

            吉島隆子（財：三重社会経済研究センター主任研究員）

            渡辺 豊博（グラウンドワーク三島実行委員会事務局長）             

実行委員   

  青山  嵩（財：名古屋都市センター調査研究員）／浅野  聡（三重大学工学部建築学科助教授）／飯田英明（財：日本不動産研究所上席主幹）／伊井野雄二（エコリゾート赤目の森支配人）／井沢知旦（株：都市研究所・スペーシア代表）／伊藤光保（医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海代表）／伊藤都万（自治体学会東海ブロック会議事務局長）／伊藤則男（西三河南部経済開発懇話会理事・事務局長）／伊藤光造（地域まちづくり研究所）／岩崎豪詞（西尾市まちづくり懇談会代表）／海野源一郎（東三河開発懇話会常務理事）／大西光夫（ＮＰＯセミナー代表）／押谷茂敏（有：押谷地域設計代表）／尾関利勝（株：地域計画建築研究所所長）／影山武司（財：静岡総合研究機構主席研究員）／かねまつはるみ（自由空間代表）／川島康治（自立のための道具の会事務局次長）／来島修志（愛知県作業療法士会理事）／木野秀明（夢いちば’98実行委員長）／国枝英男（岐阜草の根交流サロン代表）／栗田暢之（震災から学ぶボランティアネットの会事務局長)／近藤庸平（長野県浪合村）／高橋 徹（高橋徹都市建築設計工房主宰）／高原 稔（社：地域問題研究所企画部長）／田中英彦（人にやさしい街づくりネットワーク連絡会事務局）／田中義人（２１世紀クラブ）／田村幹洋（社：奥三河ビジョンフォーラム専務理事）／津田正夫（東邦学園短期大学経営情報科教授）／寺口瑞生（松阪大学政治経済学部助教授）／中川 護（中島総合研究所所長）／中村伊英（ウィリアムテルズ・アップル代表）／西川幸孝（朝倉川育水フォーラム事務局長）／橋本典明（岐阜県明智町・大正村実行委員会）／舟橋伸治（有：ガイア造景研究所代表）／穂坂光彦（日本福祉大学経営開発学科教授）／水野一男（有：木文化研究所代表）

事務局、及び担当体制

事務局長：大西光夫／事務局員：福井秀樹（アルパック）／会計：調整中／総務担当：木野秀明／広報宣伝担当：大西光夫／企画調整担当：尾関利勝

第1分科会担当：栗田暢之／第２分科会担当：伊藤都万／第３分科会担当：水野一男／第４分科会担当：間瀬寿夫／第５分科会担当：飯田英明／第６分科会担当：来島修志／第７分科会担当：穂坂光彦／第８分科会担当：青山嵩／第９分科会担当：水谷友彦／第１０分科会担当：津田正夫／第1１分科会（特別）担当：荒川孝之／ＰＲタイム担当：尾関利勝／ブース担当：木野秀明                  
















                    テーマ             会場・規模              備考                     担当





28日     全体のイメージ合わせ          50人/公会堂








          裏方打ち合わせ（担当毎）         〃


                                               





          分科会打ち合わせ                 〃                                                  








          懇親交流会                   50人／       持ち込み方式？                    尾関








          宿泊                         30人／ホテル  不二パークホテル                 尾関


 





２９日    ＰＲタイム                   ４階ホール                                      尾関


                                       





  〃      昼食                         ４階ホール     割子弁当＋茶 








  〃      ブース                       4階ﾎｰﾙ       チラシ宣伝／販売／                木野                         





                                                  


  〃      総括会議＆ごくろうさん会      50人         全体の感想／分科会報告・共有／      


                                        4階ﾎｰﾙ       反省点のピックアップ／


 





  〃      名簿作成：団体・個人の紹介                  有料：500円                     大西 


         （冊子）                                     広告掲載


                                                      パソコン・データーベース活用





事後      研究集会報告集                             有料：2000円 程度


                                                      前提としてテープ録音             大西


                                                      フロッピィで収集               







































































